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終末
処理場

南
新
在
家
地
区
と

立
地
同
意
の
確
認
書
に
調
印

公共下水道事業大きく前進

　

下
水
道
事
業
の
核
と
な
る
終
末

処
理
場
は
、
市
が
立
地
の
申
し
入

れ
を
し
て
い
た
南
新
在
家
地
区
と

合
意
に
達
し
、
悲
願
の
公
共
ド
水

道
事
業
が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
ト
三
日
、
区
の
取
り
ま
と

め
に
尽
力
さ
れ
た
南
新
在
家
地
区

の
役
貝
が
見
守
る
な
か
、
木
下
川

議
長
立
ち
会
い
の
も
と
、
南
新
在

家
区
長
・
梅
崎
弥
四
郎
区
長
と
山

内
市
長
の
間
で
、
立
地
同
意
確
認

書
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
川
の
よ
ご
れ
限
界

　

汚
染
防
止
の
た
め
決
断

　

市
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
下
水

道
基
本
計
画
を
作
成
。
同
区
と
慎

重
に
交
渉
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
四
月
ニ
ト
五
日
、
市
の
申

し
入
れ
に
対
し
、
嫌
悪
施
設
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
掃
す
る
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
条
件
に
、
同
区
が
同
意

し
ま
し
た
。

　

梅
崎
区
長
は
調
印
式
の
席
L
。

　

「
市
と
長
年
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ド
流
に
位
置
す
る
当
区
が

水
の
汚
染
に
よ
る
被
害
を
受
け
て

お
り
、
市
民
の
た
め
、
区
民
の
た

め
に
決
断
し
ま
し
た
」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
着
手
は

　
　

平
成
7
年
を
目
標

　

市
で
は
、
早
急
に
地
権
者
と
の

用
地
交
渉
を
進
め
る
一
方
、
下
水

道
計
画
の
見
直
し
や
地
下
水
保
全

の
た
め
の
調
査
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
調
査
を
実
施
。
来
年
度
中
に

は
、
事
業
認
可
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

順
調
に
い
け
ば
平
成
ト
三
年
に
は

第
一
期
事
業
の
一
部
供
用
開
始
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

全
力
で

　

快
適
な
環
境
づ
く
り

　
　
　

市
長
山
内
武
士

　

下
水
道
終
末
処
理
場
の
用
地

確
保
は
、
基
本
計
画
が
ま
と
め

ら
れ
て
以
来
、
二
十
余
年
に
及

ぶ
市
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
び
、
南
新
在
家
地

区
の
深
い
ご
理
解
に
よ
っ
て
、

市
民
が
切
望
し
て
い
る
公
共
下

水
道
事
業
が
大
き
く
前
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
区
民
を

は
じ
め
、
梅
崎
区
長
、
嶋
田
前

区
長
、
区
の
役
員
各
位
の
ご
労

苦
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
区
の
要
望
事
項
に
誠

意
を
も
っ
て
応
え
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
公
共
下
水
道
事
業
に

一
日
も
早
く
着
手
し
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
の
実
現
が
、
私
に

課
せ
ら
れ
た
大
き
な
任
務
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
の
推
進
は

市
の
大
事
業
と
な
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。



事業概要

処
理
区
域
は
7
6
0
ｓ

二
万
七
千
四
百
人
が
対
象

　

大
野
市
の
下
水
道
は
、
二
種
類

の
方
式
で
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
人

目
密
度
の
高
い
市
街
地
は
公
共
下

水
道
を
、
農
村
部
な
ど
は
経
済
性

を
考
慮
し
、
農
業
集
落
排
水
施
設

な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
施
設
は
、
昭
和

六
上
三
年
か
ら
順
次
着
手
し
て
い

ま
す
。
公
共
下
水
道
は
、
地
下
水

へ
の
影
響
や
上
水
道
と
の
同
時
施

工
に
よ
る
財
政
難
な
ど
か
ら
、
今

日
ま
で
見
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

下
水
の
排
除
は
、
雨
水
と
生
活

雑
排
水
を
分
離
す
る
分
流
方
式
が

採
用
さ
れ
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
下

水
は
、
標
準
活
性
汚
泥
法
に
よ
る

浄
化
方
式
で
処
理
さ
れ
る
計
画
で

す
。

　

市
の
基
本
構
想
で
は
、
処
理
面

積
七
百
六
十
代
処
理
人
目
二
万

七
千
四
百
人
を
対
象
と
し
て
お

り
、
事
業
完
了
ま
で
の
年
月
は
約

ニ
ト
年
。
経
費
の
総
額
は
約
二
百

億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
は
、
巨
額
の
経

費
と
歳
月
が
か
か
り
ま
す
。
市
で

は
、
住
民
の
要
望
や
財
政
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
、
的
確
な
年
次
計

画
を
立
て
て
事
業
を
遂
行
し
て
い

き
ま
す
。

公共下水道整備エリアマップ

第122回北信越市長会総会

17年半ぶりに本市で開催

5県から220人が出席

　

第
百
こ
十
二
回
北
信
越
市
長
会

総
会
が
五
月
二
十
日
、
二
十
一
日

の
二
日
間
、
有
終
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
野
市
で
の
開
催
は
、

第
五
十
二
回
（
昭
和
三
十
三
年
）

と
第
八
十
七
回
（
昭
和
五
十
年
）

に
続
い
て
今
回
が
三
回
目
で
、
ト

七
年
半
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
北
信
越
五
県
か
ら

六
上
一
の
市
長
や
随
行
者
ら
二
百

二
ト
人
が
出
席
。
山
内
市
長
が
議

長
と
な
り
、
地
方
行
政
が
抱
え
る

課
題
な
ど
ニ
ト
四
議
案
を
上
程
。

三
分
科
会
に
分
か
れ
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
十
日
の
午
後
か
ら
は
視
察
が

行
わ
れ
、
御
清
水
や
内
山
家
、
エ

キ
サ
イ
ト
広
場
、
奥
越
ふ
れ
あ
い

公
園
を
訪
問
。
全
国
的
に
も
知
ら

れ
る
御
清
水
で
は
、
酌
を
手
に
し

て
名
水
を
味
わ
う
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
大
屋

根
広
場
で
は
、
和
敬
会
に
よ
る
抹

茶
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
視
察

の
疲
れ
が
と
れ
る
と
大
好
評
で
し

た
。
次
回
は
諏
訪
市
で
開
催

　

こ
日
目
は
、
各
分
科
会
報
告
が

行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
。
次

期
開
催
地
を
長
野
県
の
諏
訪
市
に

決
定
し
、
午
前
十
一
時
に
閉
会
し

ま
し
た
。



奥越

ふれあい

　　

公園

陸上競技場 テニス場 ゲートボール場

日月から一部オープン

こけら落とし
個取岫囃41申，“j………゛J，頑栽，喋，i。li戦jij幽jぶ1鵜祢皐］

　

奥
越
二
市
一
村
の
住
民
を
対
象
と
す
る
「
奥
越
ふ
れ
あ

い
公
園
」
の
一
部
が
完
成
し
、
六
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
利
用
で
き
る
施
設
は
、
陸
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
場
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
す
。

　

こ
の
公
園
は
、
県
が
奥
越
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
踏
ま

え
、
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
的
に

設
置
す
る
も
の
で
、
全
施
設
の
完
成
目
標
は
平
成
十
二
年

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
水
と

緑
に
囲
ま
れ
た
景
観
の
中
に
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
憩
い
の
広
場
が
配

置
さ
れ
た
総
合
公
園
で
す
。
平
成

こ
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
、
今

年
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
約
六
・

五
お
（
総
面
積
こ
十
お
）
が
完
成

し
、
六
月
か
ら
一
部
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

県
で
は
、
平
成
十
こ
年
を
目
標

に
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
用
地

交
渉
が
済
み
次
第
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
芝
生
広
場
、
池
な
ど
の

建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

陸
上
競
技
場

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の
メ
イ
ン
施

設
と
な
る
陸
上
競
技
場
は
、
一
周

四
百
訂
、
八
コ
ー
ス
の
日
本
陸
連

こ
種
公
認
競
技
場
で
す
。
千
九
百

人
を
収
容
で
き
る
観
客
席
を
備
え

全
天
候
型
の
グ
リ
ー
ン
の
ト
ラ
ッ

ク
が
目
を
引
き
ま
す
。

　

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
内
に
は
、
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
で
き
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
シ
ャ
ワ
ー

室
完
備
の
ロ
ッ
カ
ー
室
、
医
務
室
、

審
判
室
、
放
送
室
、
会
議
室
、
事

務
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

公
園
の
南
西
に
位
置
す
る
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
、
南
側
に
こ
面
と
北

側
に
四
面
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
コ
ー
ト
は
人
工
芝
で
、
砂
が

敷
か
れ
た
軟
式
・
硬
式
兼
用
の
テ

ニ
ス
場
で
す
。
南
北
の
コ
ー
ト
間

に
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
休
息
す
る

た
め
の
コ
ー
ト
六
ウ
ス
が
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

陸
上
競
技
場
の
東
側
に
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
が
あ
り
ま
す
。
ク
レ

ー
コ
ー
ト
が
四
面
あ
り
、
ベ
ン
チ

な
ど
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。



▲テニスコート ▼コートハウス

I
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

▼休憩所

メインスタンド正面

開
園
記
念
行
事
は
6
月
1
9
日
出

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の
一
部

オ
ー
プ
ン
に
と
も
な
う
開
園
記

念
行
事
は
、
六
月
十
九
日
（
土
）

に
開
か
れ
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
県
知
事
や
来
賓

ら
を
迎
え
て
、
神
事
や
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
除
幕
式
、
記
念
植
樹

が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
施
設
の
記
念
行
事
は
そ
れ

ぞ
れ
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
、

入
場
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

★
福
井
県
中
学

　

春
季
陸
上
競
技
大
会

開
会
式
午
前
8
時
2
0
分

競
技
開
始
午
前
9
時
1
5
分

参
加
者
県
内
約
5
0
校
か
ら
選

　

手
・
役
員
約
1
6
0
0
人

★
テ
ニ
ス
模
範
試
合

日
時
6
月
1
9
日
＝
午
後
1
時

　

～
2
時
3
0
分
2
0
日
＝
午
前

　

9
時
～
H
時

＊
試
合
後
に
特
別
レ
ッ
ス
ン
が

開
か
れ
ま
す
。

★
市
長
杯
争
奪

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

時
間
午
前
8
時
開
会
式

参
加
資
格
大
野
市
民
年
齢

　

制
限
な
し
男
女
混
成
可

参
加
料
一
チ
ー
ム
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　

2
0
0
0
円

競
技
方
法
予
選
は
A
級
●
B

　

級
別
で
リ
ー
グ
戦
。
決
勝
ト

　

ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
各
予
選
I
位

　

チ
ー
ム
で
抽
選
の
う
え
対
戦



消費生活モニターに15人を委嘱

　

気軽に悩みや相談を

消費生活モニター名簿

氏名 住所 電話

宮本真砂子 高砂町8－9 66－0472

楷川映子 国時町1008 66一1526

荻野由香里 明倫町7一7 66－2089

佐藤千恵子 陽明町2一406 65－0801

間宮裕子 庄林9－4－32 65－6776

北山よし子 牛ヶ原28－22 65－4509

高津澄子 上舌17－12 65－4240

兼井洋子 今井15－8 65－8250

酒井升美 森政領家7－5 65一8229

高見靖子 下据43－1 65－0630

羽生たまき 猪島3一5 65－2368

木戸口鈴子 下麻生島11一3－3 65－0526

臼井柳子 下唯野43－2 66－5231

松田洋子 森目41－30 65一4096

稲津治子 南六呂師35－30 67－1967

　

市
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
五
年
度

の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
十
五
人
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
消
費
者
行
政
を

よ
り
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、

昭
和
五
十
年
度
に
設
置
。
消
費
者

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
消
費
者
か
ら
の
悩
み
や
相
談
を

　

受
け
付
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
行

　

政
機
関
に
適
切
な
処
置
を
申
し

　

入
れ
ま
す
。

▼
不
当
な
表
示
や
危
険
な
商
品
、

　

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
を
監
視

　

し
、
行
政
機
関
に
通
報
し
ま
す
。

▼
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
の
意
見

　

や
要
望
を
提
出
す
る
一
方
、
消

　

費
生
活
に
関
す
る
情
報
を
市
民

　

に
提
供
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

と
の
懇
談
会
を
随
時
開
催
し
、
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
行
政
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
た
み
な
さ

ん
は
、
消
費
者
問
題
に
関
心
が
高

く
、
熱
意
の
あ
る
方
ば
か
り
で
す
。

消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
不
審

な
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
モ
ニ
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

宮本さん

摺川さん

荻野さん

佐藤さん

間宮さん

北山さん

高津さん

兼井さん

酒井さん

高見さん

羽生さん

木戸口さ人

臼井さん

松田さん

稲津さん

消
費
生
活
講
座
や
研
修
を
支
援

　
　

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

大
野
市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
次
の
二
人
が
担
当
し
ま
す

●
長
谷
川
佳
子
さ
ん
（
春
日
2
）

　

豊
6
5
●
0
8
7
0

・
長
田
佐
知
子
さ
ん
（
開
発
）

　

a
6
4
●
4
1
1
内
／
一
4
8

　

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

多
様
化
す
る
消
費
生
活
上
の
諸
問

題
に
対
処
し
、
消
費
者
の
利
益
を

守
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
消
費
生
活
に
関

す
る
講
座
や
研
修
な
ど
の
支
援
活

動
を
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
い
ま
す
。

長田さん（左）と長谷川さん

消
費
生
活
移
動
講
座

　

奥
越
地
区
消
費
者
行
政
連

絡
会
で
は
、
町
内
会
や
婦
人

会
、
各
種
グ
ル
ー
プ
な
ど
を

対
象
に
、
消
費
生
活
移
動
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

悪
質
商
法
の
手
口
や
被
害

状
況
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
問
題
、

生
活
に
身
近
な
商
品
テ
ス
ト

な
ど
の
講
座
を
ご
希
望
の
団

体
は
、
市
生
活
環
境
課
（
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
3
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。



s－

日
曜
の
午
前
中
は
通
行
止
め

朝
市
で
の
品
定
め
ゆ
っ
た
り
と

　

日
曜
日
の
七
間
朝
市
で
の
買
い

物
が
、
安
心
し
て
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
訪
れ
た
市
民
や
観
光
客
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

七
間
朝
市
振
興
協
議
会
と
七
間

東
区
で
は
、
来
訪
者
に
安
心
し
て

買
い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

通
行
規
制
を
計
画
。
関
係
者
に
働

き
か
け
、
毎
週
日
曜
日
の
午
前
七

時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
七
間
通
り

の
三
番
か
ら
五
番
ま
で
（
四
番
通

り
は
通
り
抜
け
可
）
を
通
行
止
め

と
す
る
、
七
間
朝
市
広
場
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
五
月
九
日
、
七
間
通
り

の
三
番
か
ら
五
番
に
は
、
通
行
止

め
の
柵
が
置
か
れ
、
車
両
は
シ
ャ
ツ

ト
ア
ウ
ト
。
歩
行
者
天
国
と
な
っ

た
朝
市
広
場
で
は
、
朝
市
の
お
ば

ち
ゃ
ん
と
腰
を
お
ろ
し
て
世
間
話

し
を
す
る
姿
や
何
回
も
往
復
し
な

が
ら
品
定
め
を
す
る
姿
も
。

　

七
間
朝
市
の
伝
統
で
あ
る
素
朴

で
人
情
味
の
あ
る
風
景
が
再
現
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
活
気
が
み

な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

エキサイティング

情報

第36回市民総合体育大会夏季大会

エスキーテニス

バウンドテニス

サイクリング

3種目か

　　

公開競技に

　

第
三
十
六
回
市
民
総
合
体
育
大

会
夏
季
大
会
が
、
六
月
十
三
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
に
続
い
て
、
今
年
か

ら
新
た
に
、
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
・

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
・
サ
イ
ク
リ
ン

グ
が
公
開
競
技
と
な
り
ま
す
。

　

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
》

日
時
6
月
1
3
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

《
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
》

日
時
6
月
1
3
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館

　

《
卓
球
》

日
時
6
月
1
3
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
陽
明
中
学
校

　

《
ゲ
ー
ト
ボ
i
ル
》

日
時
6
月
1
3
日
午
前
8
時

会
場
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

《
相
撲
》

日
時
6
月
1
3
日
午
前
9
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
相
撲
場

　

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
》

日
時
6
月
1
3
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
有
終
西
小
学
校

　

《
陸
上
男
女
》

日
時
6
月
2
7
日
午
前
9
時

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上

　

競
技
場

　

《
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
》

日
時
7
月
H
日
午
前
1
0
時

会
場
大
野
青
年
の
家

　

《
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
》

日
時
7
月
2
5
日
午
前
9
時

会
場
小
山
小
学
校

　

〈
サ
イ
ク
リ
ン
グ
〉

日
時
7
月
2
5
日
午
前
8
時
3
0
分

集
合
場
所
市
役
所
前

コ
ー
ス
市
役
所
～
佐
開
旅
行
村

・
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
教
室

申
込
6
月
3
0
日
ま
で
に
海
洋
セ

　

ン
タ
ー
（
6
4
・
1
3
1
1
）
ま
で

　

「
初
級
児
童
」

対
象
泳
げ
な
い
小
学
男
女

期
間
7
月
4
日
～
8
月
2
9
日
の

　

毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
3
0
分

　

1
1
1
時
3
0
分

定
員
3
0
人

保
険
料
4
0
0
円

　

【
中
級
児
童
】

対
象
多
少
泳
げ
る
小
学
男
女

期
間
7
月
7
日
～
8
月
2
9
日
の

　

毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
3
0
分

　

～
‥
1
1
1
1
一
時
3
0
分

定
員
3
0
人

保
険
料
4
0
0
円

　

【
親
子
】

対
象
5
歳
以
上
の
子
供
と
親

期
間
7
月
4
日
～
8
月
2
9
日
の

　

毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
3
0
分

　

～
H
時
3
0
分

定
員
2
0
組

保
険
料
1
7
0
0
円

　

【
レ
デ
ィ
ス
】

対
象
中
学
生
以
上

期
間
7
月
9
日
～
8
月
2
7
日
の

　

毎
週
金
曜
日
と
8
月
2
9
日
午

　

後
7
時
3
0
分
～
9
時

定
員
3
0
人

保
険
料
1
3
0
0
円
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女
が
男
よ
り
長
生
き
す
る
理
由

　

見
習
い
た
い
食
生
活
の
女
性
化

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
平
均
寿
命
の
男
女
差
は
な
ぜ
起
こ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
一
般
的
に
は
、
女
性
は
生
物
学
的
に
丈

夫
だ
か
ら
と
か
、
男
性
は
ス
ト
レ
ス
や
肉
体
的
疲
労
が
大

き
い
か
ら
と
か
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
学
的
に
見
る
と

女
性
の
食
生
活
に
そ
の
秘
訣
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
男
性
の
平
均

寿
命
は
七
十
六
∴
一
歳
。
女
性

は
さ
ら
に
六
歳
長
く
て
八
十
二
・

一
一
歳
（
平
成
三
年
度
）
で
す
。

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
大
学
の
中
村
丁

次
先
生
は
、
女
性
の
食
生
活
に
お

け
る
特
徴
的
な
部
分
を
捉
え
、
平

均
寿
命
の
男
女
差
を
栄
養
学
的
に

分
析
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

◆
好
き
嫌
い
が
少
な
く

　

何
で
も
食
べ
る

　

女
性
は
家
族
の
こ
と
を
考
え
て

料
理
し
、
自
分
の
食
べ
た
く
な
い

も
の
も
作
り
ま
す
。
結
果
的
に
、

残
飯
整
理
で
何
で
も
食
べ
る
こ
と

に
な
り
、
自
然
に
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
ア
ル
コ
i
ル
は
ほ
ど
ほ
ど

　

男
性
に
比
べ
、
飲
む
機
会
も
量

も
少
な
く
、
体
に
よ
い
量
を
た
し

な
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
し
よ
う
油
や
塩
を
や
た

　

ら
に
か
け
な
い

　

自
分
が
苦
労
し
て
作
っ
た
料
理

に
、
無
造
作
に
し
ょ
う
油
や
塩
を

か
け
な
い
た
め
、
減
塩
が
守
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
家
庭
で
の
食
事
が
多
い

　

男
性
は
外
食
の
機
会
が
多
く
、

ど
う
し
て
も
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過

ぎ
に
な
り
、
体
調
を
崩
し
た
り
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

◆
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
□
に
し

　

よ
く
体
重
を
測
る

　

女
性
は
、
お
化
粧
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い
つ
も
体

重
を
気
に
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

食
べ
過
ぎ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
よ
く
買
い
物
に
い
く

買
い
物
は
、
あ
ち
こ
ち
を
歩
き

回
る
た
め
、
適
度
な
運
動
に
な
り

ま
す
。
デ
パ
ー
ト
で
万
歩
計
を
つ

け
て
歩
く
と
、
一
万
歩
は
あ
っ
と

い
う
間
で
す
。

◆
食
後
は
後
片
づ
け
を

　

食
後
の
後
片
づ
け
や
皿
洗
い
は
、

適
度
な
運
動
と
な
っ
て
体
脂
肪
の

合
成
を
防
ぎ
ま
す
。
逆
に
男
性
は

食
後
、
す
ぐ
に
横
に
な
り
そ
の
ま

ま
寝
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す

◆
食
品
や
料
理
に
関
心

　

毎
日
の
献
立
や
健
康
食
品
な
ど

女
性
は
常
に
知
識
を
求
め
て
い
ま

す
。
男
性
は
お
い
し
い
も
の
だ
け

あ
れ
ば
満
足
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
◆
家
族
の
健
康
を
気
遣
い

　

小
言
を
い
う

　
　

「
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
」
、
「
塩

分
は
控
え
て
」
と
小
言
を
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
戒
め

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
女
性
は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
生
活
を
送
り
、
適
度

な
運
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
男
性
も
、
女
性
の
家
事
に

理
解
を
示
し
、
「
食
生
活
の
女
性
化
」

を
見
習
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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暮
ら
し
の

「
ア
吟
君
才
ス

有機●●●●●●

無農薬

減農薬

どんな違いがあるの

農林水産省が

農産物の表示基準を制定

　

食
生
活
に
お
け
る
消
費
者
の
安
全
志
向
は
、
年
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
食
品
売
り
場
で
の
表

示
に
は
、
安
全
性
を
目
玉
に
し
た
表
示
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
表
示
の
違
い
が
分
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
農
林

水
産
省
は
今
年
の
四
月
、
有
機
農
産
物
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
制
定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
近
、
消
費
者
の
安
全
志
向
や

本
物
志
向
が
高
ま
る
な
か
「
有
機
」

　

「
無
農
薬
」
「
減
農
薬
」
な
ど
、

生
産
者
な
ど
の
自
由
な
判
断
で
表

示
す
る
食
品
が
、
多
く
出
回
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
食
品
に
は
統

一
し
た
基
準
や
ル
ー
ル
が
な
い
た

め
、
消
費
者
か
ら
は
不
満
の
声
が

あ
か
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
生
産

者
か
ら
も
栽
培
面
で
の
努
力
が
適

正
に
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
意
見

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
こ
れ
ら
に
対

処
す
る
た
め
、
各
方
面
の
意
見
調

整
を
行
い
、
有
機
農
産
物
表
示
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
昨
年
十
月
に
制

定
。
今
年
の
四
月
か
ら
施
行
し
ま

し
た
。

適用の範囲

　

生鮮野菜や果物、穀

類（米麦を除く）、豆

類、茶などで乾燥調製

したものであって、一

般の店頭で不特定多数

の消費者に販売されて

いるもの

有
機
農
産
物

　

化
学
合
成
農
薬
お
よ
び
化
学
肥

料
を
、
原
則
と
し
て
使
用
し
な
い

栽
培
方
法
に
よ
っ
て
三
年
以
上
を

経
過
し
、
堆
肥
な
ど
に
よ
る
土
づ

く
り
を
行
っ
た
圃
場
で
収
穫
。

転
換
期
間
中
有
機
農
産
物

　

化
学
合
成
農
薬
お
よ
び
化
学
肥

料
を
、
原
則
と
し
て
使
用
し
な
い

栽
培
方
法
に
よ
っ
て
六
ヵ
月
以
上

を
経
過
し
、
堆
肥
な
ど
に
よ
る
土

づ
く
り
を
行
っ
た
圃
場
で
収
穫
。

無
農
薬
（
無
化
学
肥
料
）

栽
培
農
産
物

　

前
作
の
収
穫
後
か
ら
当
該
農
産

物
の
収
穫
ま
で
の
期
間
に
お
い
て

農
薬
（
化
学
肥
料
）
を
使
用
し
な

い
栽
培
方
法
に
よ
り
生
産
。

減
農
薬
（
減
化
学
肥
料
）

栽
培
農
産
物

　

前
作
の
収
穫
後
か
ら
当
該
農
産

物
の
収
穫
ま
で
の
期
問
に
、
化
学

合
成
農
薬
（
化
学
肥
料
）
の
使
用

が
、
当
該
地
域
の
同
作
期
に
お
い

て
慣
行
的
に
行
わ
れ
て
い
る
使
用

量
の
約
五
割
以
下
で
生
産
。

表
示
内
容

表
示
に
は
、
栽
培
責
任
者
と
確

認
責
任
者
の
氏
名
・
住
所
・
連
絡

先
を
記
載
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
中

立
的
な
第
三
者
に
よ
る
認
証
シ
ス

テ
ム
が
な
い
た
め
、
表
示
内
容
に

信
頼
性
が
な
い
と
の
意
見
も
出
て

い
ま
す
。
農
林
水
産
省
で
は
、
施

行
後
一
定
の
時
期
に
見
直
し
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

多
発
－
・
S
F
商
法

　
　

お
年
寄
り
を
標
的
に

　

買
い
物
帰
り
に
呼
び
止
め
ら
れ
、

日
用
品
な
ど
を
た
だ
で
も
ら
っ
た

後
、
磁
気
布
団
セ
ッ
ト
な
ど
を
契

約
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
S
F

　

（
催
眠
）
商
法
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
い
っ
た
ん
会
場
に
入
る
と
雰

囲
気
に
の
ま
れ
、
つ
い
契
約
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

苗、ちょうだい

＜る一ぶ登場 阪谷「吟舞クラブ」

舞
台
で
舞
う
日
を
目
指
し
て

　

阪
谷
公
民
館
で
、
吟
舞
を
練
習

し
て
い
る
唯
一
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
す
。
今
年
の
三
月
に
誕
生
し

た
ば
か
り
の
阪
谷
●
吟
舞
ク
ラ
ブ

で
す
。
さ
っ
そ
く
取
材
に
訪
れ
る

と
、
公
民
館
の
和
室
か
ら
は
詩
吟

が
流
れ
、
は
か
ま
姿
も
り
り
し
い

四
人
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
た
き
っ

か
け
は
、
福
井
で
吟
舞
を
観
賞
し

て
感
激
し
た
竹
原
ふ
み
子
さ
ん

　

（
6
6
歳
・
伏
石
）
が
、
地
区
の
人

に
呼
び
か
け
た
こ
と
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
初
め
は
、
む
ず
か
し
い
と

い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
け
い
こ
着
を
買
う
熱

の
入
れ
よ
う
で
す
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
村
崎
天

聖
さ
ん
（
福
井
市
）
は
、
「
福
井

市
で
は
、
小
学
生
か
ら
八
〇
代
の

お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
愛
好
者
が

い
ま
す
よ
。
若
い
人
も
多
い
の
で

速
い
動
き
の
歌
謡
吟
舞
も
あ
る
ん

で
す
よ
」
と
話
し
、
生
徒
二
人
を

連
れ
て
来
館
し
ま
し
た
。

　

練
習
は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
後

七
時
三
十
分
か
ら
九
時
ま
で
行
い

ま
す
。
会
員
は
、
全
員
が
伏
石
と

あ
っ
て
気
心
も
知
れ
た
仲

間
。
「
吟
舞
は
全
身
を
使

い
ま
す
の
で
、
結
構
疲
れ

ま
す
が
、
張
り
合
い
が
あ
っ

て
、
心
身
と
も
に
す
っ
き

り
し
ま
す
。
最
初
は
不
安

で
し
た
が
、
今
で
は
練
習

日
が
来
る
の
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
す
竹
原

さ
ん
。

　

六
月
六
日
に
は
、
四
人

で
福
井
文
化
会
館
で
開
か

れ
る
吟
舞
発
表
会
を
見
に

行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
将
来
は
、
文
化
祭
な

ど
で
発
表
で
き
る
よ
う
に

す
る
の
が
夢
だ
そ
う
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。
吟
舞
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
阪
谷
公
民
館
（
容

6
7
・
1
1
1
1
）
ま
た
は
竹
原
さ

ん
（
容
6
7
・
1
2
1
3
）
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

6S『

　

●

ヤングコ；；ナ‾

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
も
し
ろ
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

今
年
も
、
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
パ
ワ
フ
ル
な
夏
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

　

高
校
生
の
時
に
、
オ
ー
ル
ナ

イ
ト
で
開
か
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
参
加
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
市
青
年
連
絡
協
議
会
に

入
り
ま
し
た
。
以
来
、
夏
は
ヤ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行
委

員
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

お
盆
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
帰
郷

す
る
同
級
生
が
、
予
想
以
上
に
参

加
し
て
く
れ
る
の
で
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。
真
名
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
ス
ー
パ
ー
メ
イ
ズ
（
迷
路
）

を
設
営
し
た
と
き
は
、
人
手
不
足

で
徹
夜
の
作
業
と
な
り
、
心
身
と

も
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
十
五
人
ほ
ど
で
少
な

い
で
す
が
、
情
熱
だ
け
は
負
け
ま

せ
ん
。

　

大
半
の
若
者
が
、
福
井
方
面
へ

仕
事
に
出
か
け
、
夜
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
。
大
野
に
帰
る
と
布
団
に
も
ぐ

る
だ
け
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
に
も
若
者
は
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
自
分
た
ち
の
世
代
が

ヤ
ン
グ
層
を
リ
ー
ド
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ま
で

き
た
か
ら
に
は
、
も
う
後
に
は
引

け
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
て

余
し
て
い
る
み
な
さ

ん
、
共
に
語
り
、
共

に
汗
を
流
し
て
ヤ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
。
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
方
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
（
豊
6
6
・
1
1

1
1
内
線
5
4
2
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
待
っ
て
ま
す
。

近藤武志n

　　

（22歳・新庄）



匹聯階
毎
年
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
に
取
り
組
む

中
田
和
子
さ
ん
（
5
7
歳
・
春
日
3
）

　

劇
団
「
ゆ
き
ん
こ
」
の
公
演
が

今
年
も
七
月
十
一
日
に
催
さ
れ
ま

す
。
中
田
和
子
さ
ん
は
現
在
、
こ

の
劇
団
の
代
表
を
務
め
て
お
り
、

公
演
の
成
功
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

中
田
さ
ん
は
、
北
部
保
育
園
に

勤
務
し
て
い
た
頃
か
ら
劇
団
に
加

入
し
、
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
上
六
人
で
、
う

ち
男
性
が
五
人
。
保
母
さ
ん
や
主

婦
、
自
営
業
な
ど
劇
の
魅
力
に
取

り
付
か
れ
た
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で

す
が
、
公
演
間
近
に
急
用
な
ど

で
欠
け
る
と
、
メ
ン
バ
ー
が
限
ら

れ
て
い
る
だ
け
に
苦
労
す
る
そ
う

で
す
。

　
　

「
ゆ
き
ん
こ
」
の
売
り
物
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
ぬ
い
ぐ
る
み
劇

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ぬ
い
ぐ
る
み

や
衣
装
、
大
道
具
は
会
員
の
手
作

り
で
す
。
「
公
演
が
近
づ
く
と
、

ち
ゃ
ん
と
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て

盛
り
上
が
る
ん
で
す
。
根
っ
か
ら

劇
が
好
き
な
人
ば
か
り
な
ん
で
す

ね
」
と
話
す
中
田
さ
ん
。
幼
児
対

象
の
劇
だ
け
に
、
分
か
り
や
す
く

て
興
味
の
あ
る
内
容
に
す
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

公
演
に
は
、
短
大
生
の
グ
ル
ー

プ
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
子
供

た
ち
の
喜
ぶ
姿
を
見
る
た
め
に
、

団
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

中
田
さ
ん
（
容
6
5
・
1
9
8
8
）

ま
で
ど
う
ぞ
。

私七，勺・｀ぐこ，そ

市
民
か
入
り
や
す
い
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
構
造
に

【i】

　

市
の
行
政
事
務
の

中
枢
で
あ
る
市
役
所

の
建
物
や
そ
こ
で
働

く
職
員
は
、
市
民
の
だ
れ
が
訪
れ

て
も
、
入
り
や
す
く
、
尋
ね
や
す

く
、
用
件
が
ス
ム
ー
ズ
に
か
な
う

と
こ
ろ
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、

大
野
市
役
所
に
は
す
ぐ
に
で
も
改

良
し
て
ほ
し
い
大
事
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
市
民
課
を
除
く
ど
の

課
も
、
壁
と
ド
ア
で
仕
切
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
市
民
は

の
ぞ
き
窓
で
内
部
を
う
か
が
う
よ

う
に
な
り
、
い
か
に
も
入
り
づ
ら

い
の
で
す
。
銀
行
な
ど
の
よ
う
に

オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
形
式
で
、
カ
ウ

ン
タ
ー
越
し
に
市
民
に
応
対
す
る

構
造
に
改
善
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
建
物
が
古
い
と
い
う
だ
け

の
理
由
で
、
先
送
り
し
て
お
い
て

よ
い
課
題
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
が

…
…
。
（
匿
名
希
望
）

・

　

近
年
に
建
設
さ
れ

た
市
町
村
の
庁
舎
は

事
務
室
を
ワ
ン
フ
ロ

ア
と
す
る
形
式
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

当
市
の
庁
舎
は
昭
和
三
十
七
年

に
建
築
さ
れ
、
そ
の
当
時
は
市
民

の
み
な
さ
ん
に
も
た
い
へ
ん
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
で
は

構
造
上
や
面
積
的
に
も
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
市
役
所
と
す
る
た
め
、
建
築

設
計
事
務
所
を
交
え
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
庁
舎
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
は
、
柱
の
代
わ
り
と
な

る
構
造
壁
で
あ
り
、
こ
れ
を
取
り

壊
し
て
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
す

る
こ
と
は
、
建
物
の
構
造
か
ら
み

て
た
い
へ
ん
危
険
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ご
了
解
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
構
造

上
何
か
と
入
り
づ
ら
い
面
も
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。
各
課
へ
の
相

談
な
ど
は
、
一
階
の
生
活
環
境
課

の
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

担
当
職
員
が
参
り
ま
し
て
、
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

（
財
政
課
長
小
林
時
彦
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
S
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

y
器
知
ら
せ

●
大
野
高
校
同
窓
会
総
会

日
時
7
月
3
日
①
午
後
0

　

時
よ
り
受
付

日
程
総
会
＝
午
後
1
時
基

　

調
講
演
＝
午
後
2
時
パ
ー

　

テ
イ
＝
午
後
3
時
5
0
分

会
場
総
会
・
基
調
講
演
＝
大

　

野
高
校
大
会
議
｛
至
パ
上
7
イ

　

＝
有
終
会
館
3
階

講
師
渋
谷
和
子
氏
（
前
法
務

　

省
矯
正
局
所
感
市
原
学
園
長
）

パ
’
‘
テ
イ
会
費
3
0
0
0
円

●
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九

　

演
奏
会
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

年
末
恒
例
の
、
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
作
曲
「
第
九
演
奏
会
（
合
唱

付
き
）
」
を
、
私
た
ち
の
大
野

で
開
催
す
る
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
演
奏
会

は
来
年
の
1
2
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
力
を
結

集
し
て
、
運
営
・
指
導
・
合
唱

に
あ
た
り
、
ぜ
ひ
と
も
演
奏
会

を
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
羽
根
田

　

（
豊
6
6
・
5
6
2
6
）
ま
た
は

広
瀬
（
豊
6
4
・
1
3
5
1
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



米
価
審
議
会
一
行
か
来
市
、
農
家
と
意
見
交
換

　

4
月
2
6
日
、
米
価
審
議
会
の
委
員
1
8
人
が
当
市
を
訪
れ
、
現
地
視
察
や
農
家

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
牛
ヶ
原
の
大
区
画
整
備
が
進
ん
だ
圃
場
で
は
、

市
農
業
情
勢
の
説
明
や
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
に
よ
る
除
草
剤
散
布
の
実
演
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
生
産
農
家
I
―
H
人
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
後
継
者
問
題
や
良
質
米

作
り
の
コ
ス
ト
問
題
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

六間通りの両側に

流雪用の側溝を設置

　

現
在
、
六
間
通
り
の
南
側
で
行
わ

れ
て
い
る
工
事
は
、
県
の
道
路
無
雪

化
事
業
で
、
六
間
通
り
の
本
町
・
寺

町
間
3
5
0
m
に
流
雪
溝
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。
流
雪
用
の
水
は
、
積

雪
期
間
だ
け
新
堀
川
下
流
か
ら
、
ポ

ン
プ
で
く
み
あ
げ
て
供
給
し
ま
す
。

　

工
事
は
こ
の
後
、
六
間
通
り
北
側

で
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
す
べ
て
完
成
す
る
の
は
2
、

3
年
先
に
な
り
ま
す
。

　

「緑の大使」が

オオデマリを市に寄贈

　

4
月
9
9
日
、
福
井
の
自
動
車
販
売

会
社
が
、
オ
オ
デ
マ
リ
の
苗
木
3
0
本

を
市
に
寄
贈
。
「
緑
の
大
使
」
を
務

め
る
ミ
ス
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

日
本
代
表
の
柴
崎
雅
代
さ
ん
が
、
国

土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
オ
オ
デ
マ

リ
は
、
ア
ジ
サ
イ
に
似
た
大
き
い
白

い
花
が
咲
き
ま
す
。
市
で
は
さ
っ
そ

く
、
図
書
館
横
の
有
終
公
園
の
一
角

に
植
え
付
け
ま
し
た
。

行楽シーズンを迎え遊歩道のさく起こし

　

大型連休間近の4月22日、仏御前の

滝と九頭竜峡の魚止めで、遊歩道のさ

く起こしが行われました。鎖でつながっ

ているさくは、なだれなどで破損しな

いよう積雪前に倒します。4人の市職

買らは手際よく、さくを固定し枯れ葉

などを清掃。年間約3万2千人に及ぶ

観光客が、安全に歩行できるよう点検

しました。

秘書広報課広報広聴係雲66－1111

観光イメージアップに
店先にヶヤキの歓迎塔

　

市観光土産品協会はこのほど、観光

客の歓迎塔を設置しました。高さ1．5

航の歓迎塔は、ケヤキ造りで家型をし

ており、城下町の風情にぴったりマッ

チ。市の観光施設整備事業の一環とし

て行われましたもので、現在13店舗に

設置。協会では、観光客の反応を見な

がら、さらに設置店舗を増やすことに

しています。

S弓（勁言句



包弓（恥包湯
新
緑
の
町
並
み
探
訪
、
ふ
る
さ
と
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

5
月
9
日
、
水
と
新
緑
の
薫
り
あ
ふ
れ
る
城
下
町
を
歩
こ
う
と
、
第
1
3
回
ふ

る
さ
と
健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
約
1
2
0
0
人
が
有

終
会
館
に
集
合
。
横
田
麗
子
さ
ん
が
力
強
く
健
康
ウ
ォ
ー
ク
宣
言
し
た
後
、
山

内
市
長
ら
も
参
加
し
て
行
進
。
亀
山
や
七
間
通
り
、
御
清
水
、
義
景
公
園
な
ど

約
六
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

稚アユ80万匹を放流

生育調査も実施

　

市
漁
業
協
同
組
合
は
、
今
年
も
琵

琶
湖
産
の
稚
ア
ユ
8
0
万
匹
を
真
名
川
、

九
頭
竜
川
に
放
流
し
ま
し
た
。
5
月

8
日
、
真
名
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
到
着

し
た
稚
ア
ユ
は
、
組
合
員
ら
の
手
に

よ
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ホ
ー
ス
で

放
た
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
釣
果
が
思

わ
し
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
組

合
で
は
川
に
網
を
張
っ
て
、
稚
ア
ユ

の
生
育
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

中国人研修生招き

有終会館で歓迎会

　

5
月
1
3
日
、
市
内
の
企
業
で
研
修

す
る
中
国
人
9
9
一
人
を
招
き
、
有
終
会

館
で
激
励
を
込
め
た
歓
迎
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
受
け
入
れ
た
の
は
、

遼
寧
省
遼
陽
市
の
男
子
1
7
人
と
女
子

5
人
。
山
内
市
長
ら
が
激
励
し
た
後
、

一
人
ひ
と
り
が
日
本
語
を
ま
し
え
て

自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
日
常
生
活
や
語
学
の

勉
強
を
し
た
後
、
9
事
業
所
に
分
か

れ
て
1
年
間
の
研
修
に
励
み
ま
す
。

六呂師ミニ動物園

元気にポニーら戻る

　

六呂師円山公園にあるミニ動物園に

4月28日、ポユーやウサギが近くの越

冬畜舎から戻ってきました。ミニ動物

園では、さくや小屋などの修復工事が

行われていたため、例年より引っ越し

が遅れていました。六呂師高原振興組

合員らに引かれて、わが家に入ったポ

ニーは、元気よく駆け回り、若草を食

べていました。

亀山の登り□に

総ヶヤキ造りの山門

　

亀山の南側からの登り口に、立派な

山門が完成し、訪れる市民や観光客の

目を楽しませています。高さ5．5似、

幅5祐；のこの山門は、総ヶヤキ造りで

両開きのとびらのほか、正面右脇に袖

とびらが設けられています。山門は、

亀山公園整備事業の最後の事業として

造られ、総事業費は約3300万円。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

6月

●
電
波
の
利
用
は

　
　

正
し
く
能
率
よ
く

　

六
月
一
日
か
ら
上
目
は
、
「
電

波
利
用
保
護
旬
間
」
で
す
。

　

電
波
利
用
の
大
衆
化
や
無
線
機

器
の
高
能
率
化
か
進
む
な
か
で
、

不
法
改
造
無
線
な
ど
に
よ
る
電
波

障
害
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
特
に
、
消
防
・
救
急
無
線
・

警
察
無
線
な
ど
へ
の
妨
害
電
波
や

コ
ー
ド
レ
ス
電
話
や
自
動
車
電
話

の
盗
聴
は
、
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
波
は
、
必
要
な
資
格
や
免
許

を
取
得
し
て
、
正
し
く
能
率
よ
く

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
波
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
は

北
陸
電
気
通
信
監
理
局
（
金
沢
市

広
坂
2
－
2
－
6
0
0
7
6
2
・

3
3
・
4
4
4
3
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
保
育
料
3
・
0
5
％
ア
ッ
プ

　

ー
人
目
は
無
料
に

　

市
は
、
市
保
育
料
徴
収
基
準
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
四
月
か

ら
保
育
料
を
平
均
三
・
〇
五
％
引

き
あ
げ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
国
の
徴
収
基
準
が
改

定
（
三
・
五
三
％
）
さ
れ
た
た
め

で
、
ヒ
げ
幅
は
百
円
か
ら
八
百
円

第
三
子
は
今
年
度
か
ら
無
料
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
福
祉
事

務
所
児
童
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

内
線
4
7
5
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
市
民
大
学
講
座

　

市
教
育
委
員
会
で
は
現
在
、
平

成
5
年
度
の
市
民
大
学
講
座
を
開

い
て
い
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
日
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。

　

1
1
H
回
目
か
ら
は
、
夜
間
講
座
と

な
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時
間
1
回
～
1
0
回
＝
午
後
2
時

　

～
3
時
3
0
分
1
1
1
1
＾
回
～
1
9
回
＝

　

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

受
講
料
5
0
0
円
（
全
1
9
回
分
）

平成5年度市民大学講座

回 月日 テーマ

5 6月5日① 枕草子（うつくしきもの）

6 6月12日① 枕草子（本の花は）

7 6月19日① 土井家家臣団と内山家

8 6月26日① 藩財政再建と面谷鉱山

9 7月3日① 隆佐日記から

10 7月10日① 大野屋の盛衰

11 7月16日面 人間と科学

12 7月23日面 人間と科学

13 7月30日② 食生活と健康

14 8月6日② 現代人の体力と運動

15 8月20日面 くらしと法律遺言，相続

16 8月27日② くらしと税金相続，税金

17 9月3日② くらしと年金

18 9月10日② 政治動向を読む

19 9月17日② 経済動向を読む

●
荒
島
岳
登
山

日
時
7
月
1
1
日
⑥
午
前
7
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時
（
雨
天
の
場
合

　

は
2
5
日
に
延
期
）

集
合
阪
谷
公
民
館

定
員
5
0
人
程
度

参
加
費
一
人
5
0
0
円

申
込
6
月
2
5
日
②
ま
で
に
阪
谷

　

公
民
館
（
容
6
7
・
1
1
1
1
）

　

ま
で

●
豊
か
な
と
き
を
考
え
る

　

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

県
で
は
、
積
極
的
に
余
暇
活
動

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
県
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
6
月
1
2
日
①
午
後
1
時

　

～
4
時
3
0
分

会
場
県
総
合
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

（
丸
岡
町
）

内
容
基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　

ム
ー
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
他

問
合
せ
先
県
庁
県
民
生
活
部
生

　

活
文
化
課
（
豊
0
7
7
6
・
が
一
・

　

1
1
1
1
内
線
Q
乙
4
1
n
乙

●
警
察
官
募
集

受
験
資
格
昭
和
4
1
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
4
7
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
男
子
で
大
学
（
短

　

大
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
来

　

春
卒
業
見
込
み
の
人

試
験
日
7
月
1
1
日
⑥

会
場
藤
島
高
校

採
用
予
定
数
1
2
人

受
付
期
間
6
月
7
日
か
ら
2
1
日

　

ま
で

問
合
せ
先
大
野
警
察
署
警
務
地

　

域
課
（
容
6
6
・
3
9
0
0
）
ま

　

た
は
派
出
所
、
駐
在
所

’・・｀： j J ●
．

　 　

』 ・ ～

　 　

1 1 ’ a l ・ ／ ・ ・ ． ・

　 　

・ － ¶ ＝■＝・

う
‐
言
乱
心
…

…
…
一
ヽ
”

．
大
八
…
…
…
一
』
ヽ
、
・
口
・
い
・
’
．
…
…
％

・
．
■

’

　
　

．
祉
竹
‐
I

…
…

祉
祉
…
…

¨
゛
］
’
「
’
一
｀
ご

」
’
「
”

　
　
　

l
‐
”
ｙ
ざ
‘
゛
．
’
．
ペ
ペ
ッ
・
R
。

事
故
に
つ
な
が
る

自
転
車
の
傘
差
し
運
転

　

ま
も
な
く
梅
雨
入
り
。
傘
を

差
し
な
が
ら
、
自
転
車
に
乗
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
る
季
節
で
す
。

　

傘
差
し
運
転
は
片
手
運
転
の

た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転

倒
し
易
く
、
た
い
へ
ん
危
険
で

す
。
以
前
、
傘
差
し
運
転
中
に

突
風
で
あ
お
ら
れ
、
橋
か
ら
転

落
し
て
死
亡
す
る
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
前
方
の
視
角

を
さ
え
ぎ
る
た
め
、
対
向
車
と

衝
突
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

市
販
の
カ
ッ
パ
に
は
、
軽
く

て
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
も
多
く
出

回
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
乗

る
者
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、
傘
差

し
運
転
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
交
通
法
で
は
、
も
ち
ろ

ん
自
転
車
の
傘
差
し
運
転
も
違

反
と
な
っ
て
お
り
、
五
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

大
野
高
校
が
移
転
し
て
、
自

転
車
通
学
の
生
徒
が
増
え
ま
し

た
。
現
在
、
学
校
職
員
が
路
上

に
出
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
市
民
も
、
お
互
い

に
ル
ー
ル
を
守
り
、
子
供
た
ち

の
手
本
と

な
る
よ
う

に
し
た
い

も
の
で
す
。
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●
6
月
は

　

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

　

土
石
流
や
地
す
べ
り
、
が
け
崩

れ
な
ど
の
土
砂
災
害
は
、
梅
雨
や

台
風
な
ど
の
豪
雨
に
よ
っ
て
発
生

す
る
恐
ろ
し
い
災
害
で
す
。
土
砂

災
害
を
防
ぎ
、
私
た
ち
の
安
全
な

暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
の
が
砂
防

関
係
事
業
で
す
。

　

気
象
情
報
に
注
意
し
避
難
場
所

や
避
難
経
路
を
決
め
、
危
な
い
と

き
は
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
号
）

日
時
6
月
2
0
日
⑨
出
発
午
前

　

8
時
3
0
分

集
合
場
所
J
R
越
前
大
野
駅
前

コ
ー
ス
県
立
博
物
館
（
絵
馬
展
）

　

～
県
立
武
道
館
～
丸
岡
城
～
総

　

合
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
J
R
越

　

前
大
野
駅
前
（
午
後
4
時
3
0
分

　

着
の
予
定
）

対
象
家
族
（
親
子
・
夫
婦
で
）

参
加
費
大
人
3
2
0
円
、
小
中

　

学
生
1
6
0
円

定
員
先
着
5
2
人

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
．
筆
記
用

　

具
・
参
加
費

申
込
方
法
家
族
単
位
に
1
枚
の

　

往
復
は
が
き
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
・
出
発
日
・

　

出
発
地
を
明
記
の
う
え
、
〒
9

　

1
0
福
井
市
大
手
3
丁
目
1
7
－

　

1
県
庁
広
報
課
県
民
相
談
室
へ

●
創
作
童
謡
の
募
集

　
　

「
童
謡
の
流
れ
る
ま
ち
大
野
」

を
愛
す
る
会
で
は
、
創
立
五
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
創
作

童
揺
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
入
賞

作
品
は
作
曲
の
う
え
、
市
民
の
愛

唱
歌
に
な
り
ま
す
。

内
容
大
野
の
自
然
、
人
と
の
関

　

わ
り
な
ど
を
歌
っ
た
も
の
で
、

　

誰
で
も
歌
え
る
や
さ
し
い
歌
詞

　

と
し
、
表
現
な
ど
は
自
由
と
し

　

ま
す
。

賞
最
優
秀
（
1
0
万
円
と
副
賞
）

　

優
秀
（
5
万
円
・
副
賞
）
佳
作

　
　

（
2
万
円
・
副
賞
）
各
1
点

応
募
数
一
人
何
点
で
も
可

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書

　

の
表
に
「
創
作
童
謡
公
募
」
と

　

必
ず
朱
書
き

締
切
7
月
1
0
日
①
必
着

送
付
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教

　

育
課
「
童
謡
の
会
」
事
務
局

　
　

（
〒
9
1
2
大
野
市
天
神
町
1

　

I
I
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5

　

4
1
）
ま
で

・
青
少
年
の
森
キ
ャ
ン
プ

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集

資
格
1
8
歳
以
上
の
男
子
で
、
7
・

　

8
月
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
中

　

活
動
で
き
る
人
（
都
合
の
よ
い

　

日
だ
け
）

締
切
6
月
1
2
ロ
①

応
募
方
法
電
話
（
6
7
・
1
3
2

　

1
）
ま
た
は
申
込
書
（
市
教
育

　

委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

問
合
せ
先
奥
越
青
少
年
の
森

　
　

（
南
六
呂
師
1
6
9
1
8
）

＊
応
募
者
は
6
月
2
6
・
2
7
日
に
カ

　

ウ
ン
セ
ラ
ー
体
験
キ
ャ
ン
プ
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
目
の
不
自
由
な
方
に

　
　

録
音
テ
ー
プ
を
郵
送

　

視
力
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

目
の
障
害
で
I
・
2
級
の
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
に
、
「
広
報
お
お

の
」
や
「
社
協
だ
よ
り
」
な
ど
身

近
な
話
題
を
吹
き
込
ん
だ
録
音
テ
ー

プ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
録
音
テ
ー

プ
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
作
成
さ
れ

ま
す
。

　

目
が
不
自
由
な
方
で
、
こ
の
テ
ー

プ
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
視
力
障

害
者
福
祉
協
会
（
容
6
5
・
1
1
2

2
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

スポーツ医学を学びませんか

　

市教育委員会では、少年が生涯

にわたって、スポーツを楽しく安

全に親しめるように、指導者や父

母などを対象とする「スポーツ医

学に関する講習会」を次のとおり

開催します。

日時6月25日②と29日④午後

　

7時15分より

会場エキサイト広場会議室

　　

（2F）

対象少年スポーツの指導者や教

　

育者、父母

参加費無料

定員先着50人

内容1回目＝成長期の少年とス

　

ポーツ障害2回目＝スポーツ

　

におけるコンディショニング

講師安間敏昭氏（安間整形外科

　

医院長・日本体育協会公認スポー

　

ツドクター）

申込希望者は電話または所定の

　

申込用紙で、市教育委員会体育

　

課（豊66・1111内線532）まで

エイズ相談

　

大野保健所では、4月からエイズに関す

る相談や検査を受け付けています。感染し

たかどうか心配な方は、積極的に受けてく

ださい。

相談（検査）日毎月第2・第4月曜日

　　

午前9時～11時

会場大野保健所2階

検査料2400円

問合せ先大野保健所（a66－2076）

＊正確な検査は、感染の機会から3ヵ月経

　

過しないと判定できません。

＊検査結果は、検査日から10日ほどかかり

　

ます。

＊来所された方のプライバシーは厳守され、

　

検査も匿名で受けられます。
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⑩
あ
す
な
ろ
授
産
所

　

篠
座
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
福

祉
会
「
あ
す
な
ろ
授
産
所
（
土
谷
春
栄
所
長
）
」

に
は
、
三
十
名
の
入
所
者
が
働
い
て
い
ま
す
。

近
く
に
あ
る
希
望
園
や
む
つ
み
園
が
収
容
施

設
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
の
入
所
者
は
家

庭
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。
十
八
歳
以
上
の
男

女
が
、
木
工
・
電
気
・
紙
工
・
縫
製
・
組
立

の
各
部
に
分
か
れ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
主
力
は
木
工
部
で
、
チ
ェ
ス
ト
を
中

心
に
小
物
家
具
・
す
の
こ
・
花
台
な
ど
を
作
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
製
品
は
、
活
き
生
き

フ
ェ
ア
で
展
示
即
売
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、

昨
年
は
武
生
の
ス
ー
パ
ー
で
も
即
売
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
は
他
の
と
こ
ろ
と
同
様
に
、
国

の
補
助
と
出
身
市
町
村
の
補
助
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
工
賃
を
稼
ぐ
こ
と
が
種
目
的
で

な
く
、
技
術
を
身
に
つ
け
、
働
く
喜
び
や
尊

さ
を
知
り
、
勤
労
意
欲
を
培
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
入
所
者
の
三
名
は
、
こ
こ
に
籍
を
置

い
て
一
般
の
事
務
所
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

　

篠
座
に
建
物
が
で
き
て
か
ら
十
一
年
に
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
は
有
終
会
館
内
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
国
の
許
可
が
お
り

ず
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
現
在
で
は
、
お

が
く
ず
を
自
動
的
に
焼
却
炉
に
送
る
装
置
も

あ
り
、
一
般
企
業
と
同
様
な
規
模
・
設
備
で

作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
リ
ズ
ム
に
変
化
を
も
た
せ
る
た
め

に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
お
茶
会
、
買
い
物
指

導
、
福
祉
演
芸
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
二
泊

旅
行
、
水
泳
大
会
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
か
ら
降
り
て
き
た
入
所

者
は
、
大
き
な
声
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し

と
て
も
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

5月1日現在 前月比

世帯数 11．297世帯 14世帯

41，860人 4人

人口 男 20，013人 10人

女 21，847人 －6人

4月中の異動
転入 138人 出生 23人

転出 129人 死亡 28人

市内の交通事故状況（nヵヽちゅ）

件数内訳 平成5年　
4月末
平成4年　
4月末 増減

総件数 182件 155件 27件

人身

事故

件数 39件 37件 2件

死者 O人 1人 －1人

傷者 52人 52人 O人

物損事故 143件 118件 25件

表
紙
の
こ
と
ば

　

小
山
小
学
校
の
い
ふ
り
っ
こ

田
で
、
恒
例
の
お
田
植
え
ま
つ

り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
校
長
先

生
が
村
長
に
、
児
童
の
代
表
が

神
様
に
扮
し
、
古
式
豊
か
な
儀

式
を
展
開
。
‐
‐
4
2
人
の
児
童

ら
は
、
手
足
を
泥
だ
ら
け
に
し

て
挑
戦
し
、
植
え
終
わ
っ
た
後

は
、
持
参
し
た
こ
び
り
（
お
に

ぎ
り
）
を
□
に
し
て
い
ま
し
た
。

一
編
集
後
記

　

5
月
は
、
健
康
ウ
オ
ー
ク
・

北
信
越
市
長
会
・
名
水
マ
ラ
ソ

ン
に
加
え
、
下
水
道
終
末
処
理

場
立
地
同
意
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
ん
で
取
材
も
て
ん

や
わ
ん
や
。
話
題
が
多
過
ぎ
て

も
た
い
へ
ん
で
す
が
、
前
月
に

続
く
明
る
い
話
題
だ
け
に
、
レ

イ
ア
ウ
ト
の
変
更
に
も
思
わ
ず

カ
が
入
り
ま
し
た
。

1孔誤！i吟

　

庭
先
の
低
い
松
の
木

に
、
ホ
オ
ジ
ロ
が
巣
を

作
っ
た
。
手
の
ひ
ら
に

乗
り
そ
う
な
小
さ
な
巣

の
中
で
、
母
島
は
背
中

を
丸
め
て
卵
を
暖
め
て

い
る
。
庭
の
手
入
れ
の
た
め
に
、
せ
ん
定
し
た

後
は
繁
み
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
、
巣
の
中
の
卵
や

鳥
の
し
ぐ
さ
ま
で
が
よ
く
み
え
る
よ
う
に
な
っ

た
▼
数
日
た
っ
た
朝
、
そ
っ
と
の
ぞ
く
と
ひ
な

が
か
え
っ
て
い
た
。
う
ぶ
毛
に
お
お
わ
れ
た
親

指
の
頭
ぐ
ら
い
の
三
羽
の
ひ
な
で
あ
る
。
親
鳥

は
、
ひ
な
を
包
み
込
ん
で
夜
を
過
ご
す
が
、
日

中
は
巣
を
飛
び
出
し
て
、
え
さ
を
運
ん
で
い
る

▼
そ
ん
な
日
盛
り
の
午
後
の
事
。
巣
か
ら
二
む

ば
か
り
離
れ
た
ツ
ツ
ジ
の
繁
み
に
、
ト
グ
ロ
を

巻
い
て
い
る
ヘ
ビ
を
見
つ
け
た
。
二
羽
の
ホ
オ

ジ
ロ
が
、
懸
命
に
突
っ
つ
い
て
い
る
。
や
が
て
、

鳥
の
執
よ
う
さ
に
閉
口
し
て
は
い
だ
し
て
き
た

ヘ
ビ
は
、
か
ま
首
を
も
た
げ
鳥
を
威
嚇
。
胴
体

の
三
ヵ
所
が
ぶ
く
ぶ
く
ふ
く
ら
ん
で
い
る
の
は
、

ひ
な
を
飲
み
込
ん
で
ま
だ
間
が
な
い
か
ら
だ
ろ

う
▼
ヘ
ビ
が
退
散
し
て
い
っ
た
後
も
、
二
羽
は

狂
っ
た
よ
う
に
辺
り
を
は
ね
回
っ
て
い
た
。
自

分
よ
り
数
十
倍
も
あ
る
ヘ
ビ
に
立
ち
向
か
っ
た

も
の
の
、
ひ
な
を
奪
わ
れ
落
ち
つ
け
な
く
て
、

日
が
暮
れ
る
ま
で
鳴
い
て
い
た
▼
安
全
な
場
所

と
思
っ
て
作
っ
た
は
ず
の
巣
は
、
繁
み
の
枝
が

切
ら
れ
て
、
外
敵
に
見
つ
か
り
や
す
い
危
険
な

場
所
に
様
変
わ
り
。
ひ
な
を
殺
し
た
の
は
ヘ
ビ

で
は
な
く
、
私
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
▼

物
が
豊
か
に
な
り
人
間
本
位
に
な
り
、
弱
い
者

へ
の
や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
を
失
っ
て
い
る
私

た
ち
。
そ
れ
に
気
付
か
な
い
で
い
る
私
自
身
が

諭
さ
れ
る
出
来
事
だ
っ
た
。
（
H
）

発
行
福
井
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